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坐り込みストライキ
井 上
?
産業別組織会議(CIO)がオープン・ショップ制をとる独占資本の領域に突
入してその牙城の一角を切り崩すのに成功した，「生ける労働」の意思が
「死せる労働」の意思を打ちくだいた，などと標榜される1935~37年にかけ
ての合衆国の坐り込みは，まさに同国の労働史を変革した画期的なストライ
キであった。
坐り込みストライキの歴史をたどってみると，それは古代エジプトにおい
てファラオに苦情を訴えるべく，その中で働いていた教会の近くで一団の石
工たちが坐り込んだ時にその起源をもつといわれる。しかし， 20世紀の20年
代から30年代半ばにかけて，ョーロッパ諸国の炭坑労働者たちが麗用主に対
して賃上げやスピード・アップ規制などを要求してとり入れたところに，そ
の端緒を求めるのが妥当なところであろう。
合衆国においては，ォハイオ州アクロンのゴム労働者が同国での坐り込み
ストライキを一般化した。そして概していって，組合承認を求めるところに
その推進的動機をもっていた。
坐り込みストライキは，稿者も指摘しているように，とりわけ細かい分業
を実施している大量生産工場やコンベア，あるいは移動式ベルト・システム
を用いて生産する工場において最大の効果をあらわす。そのような工場はき
わめて高度に統合されているために，生産の連鎖のどこかが中断すれば，エ
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場全体がストップしてしまうのである。
例えば自動車工業においては， その生産の密接な相互関連的工程のゆえ
に，労働者が少数の重要部署を封鎖することによって大工場全休の生産を完
全にマヒさせ，資本の専制に対抗しうるところにその最大の有効性が見出せ
よう。 しかも， きわめて少人数でさえそのことが可能であったところに，
1930年代半ばごろから旋風のように流行した理由があろう。
本資料は， Joel Seidman, Sit-Down, The Nation, Jan. 30, 1937を
抄訳したものである。
稿者は坐り込みストライキの歴史，その戦術上の有効性，法律的な観点な
どの検討をなし，坐り込みストライカーの占拠工場内での規律や生活態度，
リクレーションなどにも論及している。そしてその目的として，唯一の交渉
機関としての組合の承駆を勝ちとることをあげている。それに対して，雇用
主側はストライキ破りや労働スパイの導入，警察や軍隊の出動要請，さらに
は司直への訴訟などの手段を通して対抗し，労資の攻防が激しかったことを
論じている。
はじめに
新しいストライキ戦術が合衆国中に蔓延した。それは労働者の間に熱狂を
呼び起こし，そして麗用主たちをうろたえさせた。産業から産業，州から州
において，労働者たちは職場には踏みとどまったが，仕事をすることは拒否
した。ストライキ破りを導入することはもはや不可能であった。 というの
は，労働者たちは所有していたからである。労働者は簡単に追い払われなか
った。なぜならば，彼らは強力な防衛上の位置にバリケードを築くことがで
きたからである。もしストライキ破りや警官が工場の門を襲撃するならば，
いかなる暴動が起ころうとも，大衆の目には彼らに責任があることは明白で
あった。雇用主たちは世論を無視する余裕もなかったし，また自分の機械を
傷つける危険を冒す余裕も持っていなかった。それゆえに，労働者たちにと
っては工場を占拠することは，ピケット・ラインよりもはるかに快適で安全
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であった。
雇用主と彼らの同盟者は，非合法という理由で坐り込みストライキを攻撃
した。坐り込みストライキが，ちょうど財産所有権に対する挑戦のようにみ
えたからである。しかしながら，坐り込みストライカーは工場の所有に対し
て挑戦をしているのではなく，単にストライカーを解雇し，ストライキ破り
と共課して事業を続ける雇用主の権利に対して挑戦しているにすぎなかっ
た。それは合法的に駆められていた。というのは，さもなければ団結権と団
休交渉権は行使されることができないからだ。もし保守的な判事が最初に坐
り込みストライキを非合法としたならば，誰もそれほど動揺しなかっただろ
う。労働側によって開発されたあらゆる武器は，実質上，初期の段階では非
合法であったからである。
坐り込みストライキに対するもう一つの非難は，少数者が多数者を犠牲に
することを強いたという点である。不幸にして，それが説得力をもっている
がゆえに，その議論はほとんど雇用主や彼らに支援された組織から出てくる
のであり，労働者からなされることはほとんどない。雇用主が，非組合員の
自由を擁護すると広言して，絶対的な産業支配力を求めているのは確かであ
る。ストライキは，多数の労働者の団結によって維持され勝利されることは
真実である。
坐り込みストライキは革命的な武器ではない。それは工場に対する権利で
はなく，仕事に対する権利である。坐り込み工場外でピケット・ラインを維
持するよりも，工場内にふみとどまることによってストライキ破りを妨害す
るために革命的であることはほとんどない。にもかかわらず，坐り込みは著
しい前進だとみなされるべきである。というのは，それは現在の法休系の下
で最高に保たれる財産権を無視することを禁じているからである。
坐り込みは，憲法で制定された権限に対する挑戦であるが， しかし，これ
はすべてのピケット・ラインにも妥当する。実際に，現在までの我々の経験
が典型的なものであるとするならば，坐り込みストライキの方が普通のスト
ライキよりも暴力的でもなければ，破壊的でもないことだといえそうだ。坐
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り込みストライキはしばしば，インドのガンジーの非抵抗運動と比較されて
きた。
坐り込みストライキはけっして孤立して勃発する出来事としてみられるべ
きではなく，それを生ぜしめた複雑な社会状況に照して観察されなければな
らない。坐り込みを回避することを願う者は，その結果と闘うことによって
ではなく，その原因を除去することによって大いなる前進をなすだろう。
アクロンのゴム労働者は合衆国，否，世界中のいかなる労働者グループよ
りも多くの坐り込みストライキを断行してきた。彼らの態度は全米ゴム労組
(URW) の議長，シャーマン •H· ダルリンプルによって次のように表明さ
れている。
「坐り込みは，真の団体交渉が存在している工場では発生しない。経営者
側が会社組合に資金授助したり，自警団を結成したり，あるいは合法的な組
合の成長過程にいろいろな障害物をおくことによって組合主義を破壊しよう
としないならば，組合と経営側との間には，労働の中断が生じないような協
働の精神があるはずだ。
近年のアクロンの坐り込みストライキは，経営者が労働者の不平・不満が
きわめて尖鋭化し，坐り込み以外には解決の見込みがなくなるまでそれらを
処理するための正当な交渉に入らないことから生じたのである。
労働者のこれらの不満が，坐り込み後，ただちに満足のいくように解決さ
れたという事実は， もし経営側が生じた問題を平和的に解決しようという努
カの中で，組合委員会と正当に交渉していたならば簡単に解決されえたとい
うことを示している。
我々の主張したいことは，将来においてこれらの坐り込みストライキが回
避されうる唯一の道はフェア・プレイの精神で，真の団体交渉のあらゆる Jレ
ールを適正に確立・応用することによってのみ可能であるということであ
る。」
62(328) 第 28巻第 2 号
合衆国の初期の坐り込み
いっ，どこで坐り込みストライキが最初に用いられたかを正確に決定する
ことは不可能である。坐り込みストライキは労働者にとってはきわめて論理
的な戦術なので，恐らく記録に残っていない事例――—それぞれは期間が短か
く， ほとんど硯代の産業文明にまでさかのぼれるほどーーがあると思われ
る。不思議なのは，坐り込みの使用がそれほど急速に広がらなかったことで
ある。
少なくとも 2つのアメリカの産業で，労働者が持ち場を離れずに仕事をス
トップしたことがあった。無煙炭坑において，砕岩坑夫ー一その仕事は石炭
から不純物を除去すること一ーが不満がある時には，自分たちの職場を離れ
ずに労働の提供をやめる慣行を作った。同様に坑夫たちは，安全擁護用の木
材が充分に供給されない時には石炭の積み出しを停止した。
1910年ごろまでさかのぽってみると，婦人服産業において労働者たちは仕
事場を去らずに作業を中止した。これらの一部は，契約がストライキを禁止
した時に発生している。労働者は単なる仕事の中断は暴動ではないと表明し
ている。これらの労働中断は，ほとんど注目を浴びなかった。なぜならば，
それらは普通数時間内で解決されたからであり，ピケット・ラインのドラマ
性やパプリシティ価値に欠けていたからである。労働者が終夜，自分たちの
職場に残っていたことはめったになかったが，仕事の中断が数時間に及ぶこ
とは再三あった。 ジェネラル・エレクトリック社 (GE)のシェネククディ
工場（ニューヨーク州）で，早くも1906年に，坐り込みストライキが勃発し
た。 1933年に， ミネソク州オースチンのホーメル・パッキング社の2,500人
の労働者が3日間坐り込んだ。その結果，スピード・アップ制限，労働時間
短縮，賃金アップを勝ちとった。その他の産業でも多くの事例がみられた。
大恐慌の間，ニュージャージー州をはじめその他の州で失業者たちが立法会
議場を占拠した。それは自分たちの苦境を劇的に表現し，十分な救済策を施
行させるためであった。
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1936年初期に，船員たちが太平洋岸で坐り込み戦術を用いた。パナマ・パ
シフィック定期船「カリフォルニア」の船員たちが，大西洋岸の賃金率でサ
インして雇用された。より高率の太平洋岸の賃金率を獲得しょうとして，彼
らはカリフォルニア州サン・ペドロのド y`クに船が入っている間の 3日間ス
トライキを打った。船員たちは船内にとどまったが，仕事は拒否した。もし
彼らが航海中にストライキを行なったならば，反乱罪に問われただろう。し
かし事実はそうであったので，彼らは辛うじて逮捕を免れた。その定期船が
ニューヨークに着いた時，経営者はストライカーたちの再雇用を拒否した。
その結果，インターナショナル・マーカンタイル・マリーン社に対する永い
ストライキが発生したのである。
外国の坐り込み
大恐慌の間， ヨーロッパ諸国での多くの炭坑夫たちの坐り込みストライキ
において，雇用主から譲歩を得るためにその戦術はハンガー・ストライキと
併用された。労働者は低賃金が彼らを自暴自棄の点にまで追い詰めない限
り，わざと飢えることはしない。ユーゴスラヴィアのクーボプリエの炭坑労
働者が1934年夏に，餓死寸前にまでいった。家族中が 1週間に 1ドルの割合
で暮していた。そこへさらに賃金カットが宣告された。ストライキとデモ行
進は認められておらず，またほとんどの組合は非合法であった。 5,000人の
坑夫たちが7月3日に炭坑に入り，そして仕事もせず食事もとらずにそこに
居残った。立坑（通風孔）の入口の上に宣言文がくぎ付けされた。「これら
炭坑内にいる我々労働者は，最近表明された賃金切り下げが撤回されるまで
あらゆる食物を拒否する。我々は餓死する方を選ぶ。」その日の午後，会社
は賃金切り下げ令を撤回した。労働者は意気揚々と炭坑から出て来た。
3カ月後，ハンガリーのペーチの 1,200人の石炭労働者が坐り込んだ。そ
れは著しく世界の注目を集めたストライキであった。坑夫たちは数年間とい
うもの，辛うじて生存できるレベルで生き永らえてきた。彼らは時には 1週
間に 2日しか働けず，週給はおよそ 2ドルであった。彼らはいま自分たちが
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余儀なくされているゆるやかな苦痛よりも，急速に飢えることの方がよいと
決意した。そして 1934年10月，彼らは坑内でハンガー・ストライキに入っ
た。彼らはそこに 100時間以上，食糧も水もなしにとどまった。ハンガー・
ストライキ中の労働者と協議するために，ゴンボエス総理大臣によって炭坑
内に送り込まれた 5人の組合員は人質として地下に留めおかれた。
炭坑労働者のヒロイズムと決定が鉱山所有者である会社からの譲歩を勝ち
とった。そして 5日目にストライカーはでてきた。幾人かは担架にのせら
れ， 全部で110人が病院にかつぎ込まれた。冬期間中働いた労働者はそれぞ
れ3ドルのポーナスを勝ちとり，さらに同額のクリスマス・ボーナスをも勝
ちとった。賃金カットは回避された。 1937年2月， 2回目の坐り込みとハン
ガー・ストライキの結合ストライキがペーチの鉱山で行なわれた。
1934年10月後半，ボーランドのカトーヴィツェの60人の炭坑夫が全従業員
の解雇と廃鉱阻止のために炭坑でハンガー・ストライキに入った。同年末，
多くの婦人を含む370人の労働者がギリシアのサロニキのクバコ工場にバリ
ケードを築き，賃金が上がらない限り撤去しないことを決定した。警官がエ
場を包囲し，ストライカーヘの食糧の搬入を阻止した。水の供給もストップ
され，送電もとめられた。包囲されたストライカーヘの同情ストライキがサ
ロニキで宣言された。翌1935年の夏， 3,000人の銅鉱山労働者がより高い賃
金を求めてスペインのヒューエルバ近郊のリオ・ティント鉱山を占拠した。
10日後に彼らは地上に出てきたが，ストライキは続行した。
1935年の秋， ウェールズの71人の炭坑夫たちがモンマウスシャイアのナイ
ン・マイル・ボイント・コリエリーで坐り込みストライキに突入した。その
目的は賃上げ要求にあった。彼らは 1週間より少し長く坐り込み，家族や友
人たちからサンドイッチやお茶をおろして貰って生きていた。その間にもス
トライキは広まり， 2万人が労働をストップするまでにいたった。
スコットランドやウェールズのその他での炭坑労働者の坐り込みストライ
キは1936年に勃発した。同年8月，ボーランドとフランスの炭坑労働者が坐
り込みストライキを断行した。ボーランドのそれはハンガー・ストライキも
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併用していた。それより数ヵ月前，ポーランドのクラクフのゴム労働者が坐
り込みストライキに入り，その過程で 6人が殺害され， 20人が負傷した。
1936年6月にはインドにおいても坐り込みストライキが発生した。ボンジ
シェリーの織物労働者5,000人が，超過勤務手当ての不払いと賃金引き上げ
の遅延に憤慨して工場を占拠した。 1週間後，労働者の勝利でストライキは
終了した。
ゴム労働者の坐り込み
アクロンのゴム労働者が合衆国における坐り込みストライキを一般化し
た。それは最初，組合のゴム労働者の野球チームによって用いられた。彼ら
は草の上やベンチに坐り込み，組合員であるアンパイヤが担当するまでプレ
ーすることを拒否したのちに，何人かの人々は，労働条件に不満な時にこの
テクニックを利用することを思いついた。工場中がマヒし， 1時間もしない
うちに紛争は解決した。
坐り込みは， 1936年2月～3月の巨大なグッドイヤー・クイヤ・アンド・
ラバー社のストライキにつながっていく状況下に大きな役割を演じた。根本
的には同社のストライキは安全性の欠如，スビード・アップ，賃金切り下げ
の脅威と長い労働時間に原因があり，会社が正規の団体交渉を拒否したこと
からストライキを誘発した。直接的な原因はクイヤ事業の70人がレイオフさ
れたことにあり，このことは労働者に，会社側が6時間労働から 8時間労働
へ延長することを目論んでいると確信させた。 レイオフに抗議して137人の
労働者が坐り込みストライキに入った。それゆえに彼らは解雇された。大集
会が招集された。圧力におされた会社側は 137人の再雇用に同意し， 70人の
レイオフについても再考を約束した。にもかかわらずストライキははずみを
つけ， 大ピケット・ラインが全工場中にはり巡らされた。 そのために 1万
4,000人の労働者が遊休化した。 ストライキは自然発生的なものであった
が，その後は組合によって公式に承恩された。
ゴム労働者は新しく，かつ熱狂的な組合員である。彼らは問題が生ずるや
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否や，坐り込み戦術を効果的に用いた。組合幹部たちは正規の径路を通して，
組合と会社の注意をひくような不平がなければ，生産をストップしないよう
に労働者たちに勧告している。 1936年にはゴム工場では， 1週間に少なくと
も1つの坐り込みが行われていた。ある工場では 1年以内に実に58件のスト
ライキがあり，その長さにおいて 1時間かそれ未満から 2~3日にわたって
いた。
ゴム労働者がより経験を積んだ， より訓練を重ねた組合員になるにつれ
て，些細な問題に対しての坐り込みは明らかに消減していくだろう。
100万人のフランス人が間違っているはずがない
ヨーロッパの炭坑労働者や合衆国のゴム労働者が小規模で行なったこと
を，フランス労働者は大々的に遂行した。歴史上，もっともおどろくべきス
トライキの波の一つであった。ストライキの波ー一—その大部分は自然発生的
であり，未組織なものであった—は，必ずしもクイムリーというわけでは
なかった。その波が1936年5月よりも早かったとしたら，警官が鎮圧のため
に派遣されたであろうし，大きな流血惨事になっていただろう。もしそれが
もう少し遅かったならば，人民戦線政府を弱体化させたであろう。労働者が
雇用主たちに着実に経済的プレッシャーをかけるにつれて，人民戦線政府は
著しいほどの一連の労働法を制定することができたのである。
ストライキの波はパリ地域の金属産業において発生した。そのほとんどが
未組織であった労働者たちは労働時間が永く，賃金は低くそして生活費が高
いためにストライキを打った。工場占拠というパクーンが最初のグループに
よってとられたために，他のものもそれに従った。あらゆる方面，あらゆる
産業にストライキ運動は広がった。労働者はいったん工場を占拠すると，経
験を積んだリーダーシップを求めて組合に目を転じた。組合は驚異的に成長
した。例えば「全国サラリーマン同盟」は 1万8,000人から22万人に成長し
た。「フランス労働協会」は500万人に増えた。これは倍増である。自動車工
場，百貨店，軍需品工場，造船所，織物工場などすべては労働者によって占
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拠された。ピーク時にはおよそ 100万人の労働者がそれらの工場を占拠して
いた。フランスと隣接するベルギーの政府は，自国の労働者に対してフラン
スの例に倣わないよう警告した。
ストライキの運動は北アフリカのフランスの属領，チュニジアにまで広が
った。坐り込みの偉大な波がフランスで高まる以前でさえ，巨大なミシュラ
ン・タイヤ工場が同社の労働者によって占拠されたということは興味あるこ
とだ。ミシュラン社の労働者は合衆国のアクロンのゴム労働者のストライキ
に精通しており，直接的にそれらに影蓉を受けた。
ストライキの波の大きさにもかかわらず，実際上，暴力は存在しなかっ
た。 ストライカーたちは完全に規律を守り， きわめてよく工場の世話をし
た。
UAW: 1937年モデル
坐り込みストライキ史上，もっとも目ざましい章は合衆国において書かれ
た。自動車労働者は新しい武器をとり，採用し，さらに発展させた。そして
その助けによって， 強力な反組合主義を推進している GMを降参させた。
自動車工業における短い坐り込みストライキは， 1934年4月初旬， クリー
プランドのホワイト工場で発生した。自動車労働者が工場に終夜踏みとどま
った最初のストライキは，インディアナ州サウス・ベンドのペンディックス
工場で生じた。 1936年11月17日，アクロンのゴム産業労働者の成功的な坐り
込みに影響を受けたいくつかのベンディックス部門の労働者は機械の側を離
れなかったが，作業を中止した。会社側は全労働者に工場の外で組立てるよ
ぅ，つまり彼らが仕事をすることを望むかどうかを決心するよう命令した。
会社側のロックアウト措置に対抗して，ベンディックス労働者は会社側が条
件をのむまで工場に踏みとどまることを決意し， 1週間で勝利を得た。
ベンディックス社のストライキが終結した同じ日に，デトロイトのミッド
ランド・スチール工場の 900人の労働者が坐り込んだ。このストライキは，
サウス・ベンドできわめて効果的に用いられたテクニックを利用すべく，当
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初から坐り込みとして企画されており， ミシガン州の自動車労働者によって
最初に採用された坐り込み戦術であった。これもまた，組合側に圧倒的勝利
をもたらした。 12月半ば，坐り込み運動はデトロイトのケルシー・ヘイズ車
輸会社の労働者の間に広がった。 2つの短い坐り込みは，会社側の交渉に応
ずるという約束をもって終わった。その約束を実行させることに失敗した労
働者は再び坐り込み，今回は自分たちが要求を勝ちとるまで仕事を再開しな
いと決意していた。またケルシー社のカナダ子会社ケルシー車輪会社（オン
タリオ州ウィンザー）でも短い坐り込みがあった。その間にも他の坐り込み
がデトロイトの自動車部品工場，アルミニューム・カンパニー・オプ・アメ
リカ（アルコア）の諸工場ボーン・アルミニューム工場ゴードン・ベー
カリー社でも勃発していた。かくして，フリントにおける巨大な坐り込みス
トライキの舞台が設営されたのである。
1936年の11月～12月にかけて， GM労働者を組織化しようとする UAWの
キャンペーンがクライマックスに近づきつつあった。自動車労働者は産業別
組織会議(CIO)という進歩的な組合の支援を享受していた。組織化されてい
ない大量生産産業と CIOとの間の抗争において， GMストライキは最初の
大きな闘争であった。その結果次第で状況が大いに変化することを悟った両
陣営は，大量に人材と資金をその闘いの中に注ぎ込んだ。
12月に，組合側はGMに対して全従業員のために団体交渉に入るよう GM
社長との会談を要求したが，，拒否された。そして組合は個々の工場マネジャ
ーと不満について協議するように通告された。この時点で， ミシガン州フリ
ント市にある GMのフィッシャー・ボディ工場で始まった坐り込みストラ
ィキが，影唇するところ甚大な結果をもつことを運命づけられた。
12月29日，組合はフリントの工場マネジャーに対して提案された契約につ
いての話し合いを申し入れ， 1週間以内に回答するよう要求した。翌30日，
坐り込みストライキがフィッシャー第2工場で始まった。
同じ日の遅く，フィッシャー第1工場の労働者たちは，組合が比較的弱い
ポンティアクやグランド・ラピッドヘ向けてダイスが移動されようとするの
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を見た。仕事を守るために，労働者は工場を占拠し続けた。徐々にストライ
キが巨大な GM体系に広がっていった。 なぜならば，だんだんと工場はス
トライキや必要部品の不足によって影響をうけるようになったからである。
2月初めには 20万人という GMのほとんどすべての労働者が遊休化し，自
動車の 1週間の生産台数は12月半ばの 5万3,000台のピークから1,500台にま
で減少した。
GMストライキの背後には，団体交渉を求める UAWの努力の長い記録
があった。とくに労働者は生産のスピード・アップに抵抗し，会社側はスパ
ィを雇った。組合側の組合承腿と契約を勝ちとろうとする再三の努力は無に
帰した。そしてその間，組合メンバーに対する差別は続いた。 GMが組合活
動をした労働者を解雇し，産業スパイを雇い，そしてセントルイス工場で会
社組合を支援することによって法律を犯したという申し立てが全国労働関係
協議会に対してなされた。
当初から GMの幹部たちは， 坐り込みストライカーが工場を占拠してい
る限り交渉に応じないと主張していた。労働者は会社側の策略を見抜いてい
た。そしてもし自分たちが工場を離れたならば，生産を妨害する力を喪失し
てしまうだろうということを知っていた。しかし労働者は，交渉が継続中に
会社が工場を稼働させず，また機械を移動しないことを約束するならば，エ
場を解放すると表明した。会社側はこの申し入れを拒否した。
差止め・退去命令とフリントの催涙ガス
1月2日，闘争は新段階に入った。 GMの請願に基づき，エドワード・プ
ラック判事がインジャンクション令（ストライキ差止め・退去命令）を発し
た。その内容は①組合側の工場占拠を制限する，③ピケットを制限する，⑧
仕事をするために工場に入ることを望む人を，いかなる方法であれ，妨害す
ることを制限する，というものであった。
3日後，プラック判事が GMの株主であることが判明した。組合側はブ
ラック判事が GM株を 3,665株，時価にして21万9,900ドル相当を所有して
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いると攻撃した。同判事は1,000株の所有については認めた。それゆえに組
合は，プラック判事の弾劾を州議会に申し入れた。と1,ヽ うのは，プラック判
事は自分が利権を有する判決に関与することを禁じた法律に遮反しているか
らであった。
1月11日， GMは突然に，その戦術をかえた。工場の暖房を切り，そして
周辺に市警察を動員した。会社の警備員はストライカーを兵糧攻めにしよう
と試みた。食糧の運搬人を攻撃し，さらに食糧を搬入する手段たる梯子をと
りはずそうとしたりした。逆にストライカーは警備員から工場の通用門を奪
った。市警察は通用門を奪還しようと努力した。催涙ガスが坐り込みストラ
イカーや工場の外のシンパに向って発射された。その闘いの間，それまでエ
場の2階だけを占拠していた坐り込み人たちは建物全体を占領した。 4時間
にわたってストライカーは市警察と闘った。市警察は警棒，催涙ガスさらに
は銃を用いた。 14人の労働者が警官の発砲で傷つき， うち 1人は重傷であっ
た。多くのものが催涙ガスでやられた。組合組織者が拡声器付きのトラック
からストライカーを激励し， 闘いに対する指揮をとった。闘いが終わった
時，ストライカーは依然として勝利者のように工場を占拠していた。
GM株を61株所有している郡検察官は病院から出てきた負傷者を刑務所に
放り込んだ。そして， いかなるストライキ・シンパでも逮捕しうるという
1,200の JohnDoe （訴訟問題で当事者の本名が不明の時に原告に用いる仮
名）保証を得た。 フリントのストライキ・リーダーのうち7人が逮捕され
た。彼らは非合法的な集会を非難され，悪意のある財産破壊を非難された。
警官，会社のガードマンさらにはその闘いに対して責任ある人々の逮捕を，
という組合の要求は無視された。その間にも軍隊が動員され，フリントに送
り込まれてきた。
この時点で， 停戦の調停がなされたことを知って大衆は救われた。 GM
は，ストライキを解決するために組合と交渉に入ることに同意した。組合
も，順次，フリントをはじめ占拠中の工場を解放することに同意した。
その交渉において考慮されたもっとも重要な事柄の 1つは， UAWが労働
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者のための唯一の交渉機関として承駆されるかどうかであった。坐り込み労
働者が工場を明け渡す30分前に，そして他の工場がすでに解放されてしまっ
た後に， 組合側は GMの経営担当副社長のウィリアム・S・ヌードセンがフ
リント同盟ー一半会社組合，会社側に鼓舞されたストライキ破り組織ー一七
団体交渉することを知った。このことを休戦侵犯だと認知した組合は，工場
の明け渡しを拒否した。 そのために GMは，予定されていた協議をキャン
セルした。数日後， GMは11万人の労働者が仕事に戻りたいとの請願書に署
名したと発表した。しかし組合は，その数字は誇張であり，署名の大多数は
脅迫によって達成されたと反論した。
2月1日，ストライキのタ 、ー――ノク・ポイン トが訪れた。 GMは攻撃的で
あり，組合側はアンダーソン，インディアナおよびミシガン州サギノーでの
敗北に苦しんだ。別のインジャンクション訴訟が進行中であった。今回はガ
ドラ判事であった。フリント同盟は危険なものになりつつあり，会社側によ
って進められた職場復帰運動が拡大する恐れがあった。モラールを高めるた
めに何かがなされなければならなかった。再ぴ組合側は攻勢に転じた。
組合メンパーに対する差別の激しいフリントのシボレー工場が機会を提供
した。もっ＇とも戦術的に重要な工場は第 4工場であり，そこですべてのシボ
レー車が組立てられていた。しかしながら，この工場からわずか 100フィー
卜離れたところに会社ガードマンの本部の建物があった。そこで決定された
戦術は第9工場を攻撃することであった。
午後3時30分，第9工場で坐り込みが始まった。会社のガードマンはそち
らに突進していった。 3時35分，第6工場の組合員たちは第9工場を支援す
るために出発したが，組合リーダーの命令によって第4工場に向きをかえら
れた。すでに第4工場では，自然発生的に坐り込みが始まっていた。会社ガ
ードマンが着いた時には遅かった。組合は主要工場の支配権を獲得した。そ
のために生産は不可能であった。ストライカーの妻，母，姉妹たちで構成さ
れた「婦人緊急部隊」は第4および第9工場双方の攻防において，英雄的か
つ重要な役割を演じた。
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翌日，ガドラ判事は GMによって要請されたインジャンクションを発令
した。株主ではなかったものの，ガドラ判事はブラック判事と同様に， GM
の忠実な召使いであることを証明した。多くの点で1ヵ月前のプラック判事
のインジャンクションと類似していたが，ガドラ判事のインジャンクション
ははるかにドラスチックなものであった。そのインジャンクションの内容は
次のとおりであった。①翌日の午後3時までに工場の占拠を解かなければ，
1,500万ドルのペナルティを組合幹部とストライカーに科す，③ピケットを
くり返すことを禁ずる，⑧操業を妨害することならぴにストライキ破りのエ
場参入阻止を禁止する，など。治安官は24時間以内にストライカーを追い出
すように命令された。再びストライカーは拒絶した。そのためにガドラ判事
は全員を逮捕するように命じた。充分な数の捕り手がいないことを説明しつ
つウォルコット治安官は，マーフィー知事が軍隊を派遣しない限り，その命
令は実行できないと拒否した。
その間，フィッシャー・ポディ第2工場ならぴにシポレー第4工場内の坐
り込みストライカーは重大な段階に達していた。軍隊が工場を包囲した。•そ
して工場の通用門のところから友人や親戚の者のストライカーに話しかける
のを禁止した。軍隊によって最初に科された兵糧攻めは 1日も経ないうちに
とりやめられた。
それに対してフィッシャー第1工場では，ストライカーは訪問者をうけ入
れることも自由に出入りすることもできた。ただし，そのためにはストライ
カーは自分たちの協議会によって課された制約には服さなければならなかっ
たが。
ストライキの平和的解決にとっての障害は，組合を交渉機関として承隠す
る問題であった。最初， GMの全従業員のための唯一の交渉機関としての承
隠を求めた組合は，後にその主張を後退させ，ストライキによって封鎖され
た20工場のみの唯一の交渉機関として承認するよう要求した。もしこれが同
意されたならば，全工場は直ちに操業を再開し，そして係争中のその他あら
ゆる諸点は協議によって解決されると，組合側は提案した。会社側はこれも
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拒否した。会社側のスボークスマンは，労働者の要求を一般投票で決定する
ことを支持した。しかし，これらの諸工場での唯一の交渉機関として組合を
承駆することは拒んだ。
2月11日，ついに合意が成立し，ストライキは終焉した。さらなる流血惨
事が生ぜずにストライキが解決したことの功績の大半は， マーフィー知事
ー熟練し，忍耐強い仲介者一ーに帰せられる。合意の下に， UAWはその
組合員のための交渉機関として承隠された。 そして GMは，全社的な会社
方針の問題に関しては，知事の承駆がなければ20のストライキ工場のいかな
る他の団体とも交渉しないことに同意した。組合員に対して差別してはなら
なかった。あらゆる訴訟はとり下げられた。団体交渉は 2月16日に始まっ
た。組合側は，占拠した工場を明け渡す，ストライキに訴える前にあらゆる
交渉の可能性を検討することなどに同意した。同時にGMは， 1時間当たり
5セントの平均賃金割合の引き上げを公表した。これは年間にすると， 2,500
万ドルの支払増になった。
ストライカーたちは完全な勝利だとして，ストライキの解決を歓迎した。
巨大な GMは労働者と団体交渉に入ることを余儀なくされた。 44日間の
後，坐り込み人たちは工場から意気揚々と行進してきた。
他の坐り込みストライキ
アクロン，デトロイトならびにフリントだけが合衆国で坐り込みストライ
キが発生した都市であったわけではない。 1936年後半およぴ1937年早々 に，
人口が増えるにつれて坐り込みストライキが多くの労働者たちによって採用
された。
多くの都市＿トレド，サウス・ベンド，カンザス・シティー＿の自動
車労働者は坐り込みストライキ戦術を用いたものだ。イリノイのガラス労働
者， ニューヨークやシカゴの公共事業促進局の労働者， デトロイトのパン
屋，イリノイやメリーランドのゴム労働者，ニューヨークのビル・サービス
労働者，カリフォルニアの映画のエキストラたちも同様な方法を利用した。
74(340) 第． 28巻第 2 号
坐り込みストライキを利用した会社には次のようなものがある。アルミニュ
ーム・カンバニー・オプ・アメリカのデトロイト工場，バーミンガムのアメ
リカン鋳物会社，デトロ・イトのプリッグス製造会社， ジョリエトのユナイテ
ッド・ウォール・ペーパー会社，シカゴのワール・エバーシャープ・ペン会
社，デトロイト・ニューズ紙（印刷工）。 その他シカゴのクイヤ小売チェー
ン店，港水艦建造者，飛行機労働者， F•W• ウールワースに麗用された販売
ガールもデトロイトで坐り込んだし，病院労働者が坐り込みストライキに入
った事例もある。
坐り込みストライキの原因は何であるのか。賃金，労働時間，労働条件，
差別，スピード・アップ， レイオフ， スパイなどが大きな割合を占めてい
る。
組合戦術としての坐り込み
坐り込みストライキはきわめて短時日の間に人気を博したが，それは物珍
しかったという理由からではなく，効果的な戦術という観点からして，通常
のウォークアウト・ストライキよりもはるかに有利な点をもっていたからで
ある。
ウォークアウト・ストライキでは，ピケット・ラインが工場外からのスト
ライキ破りを防ぐために維持される。ところが，しばしばストライキ破りは
入ってくる。とくに警官が支援したり，あるいは雇用主たちがストライキ破
り機関から屈強な男どもを雇ったりした場合がそうである。しかしながら，
坐り込みの場合には，ストライカーが排斥されない限り，坐り込み人に占拠
されている工場にストライキ破りといえども侵入することはできない。
警察と麗用主が手を組んで坐り込みストライカーに対して暴力をふるった
ならば，それは世論の反感を買う。大衆の同情を失うようなことをしてまで
ストライカーを排除しても，雇用主にとっては何の価値もない。さらに，工
場内での乱闘は，高価な機械を損侮するかもしれない。
坐り込みストライキにおいては志気が維持し易い。ストライカーは自分た
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ちの力に大きな自信をもつ。差し止め・退去命令（インジャンクション）は
恐しいかも知れないが， またピケット・ラインを弱休化するかも知れない
が，坐り込み人たちは，インジャンクションであれそうでないにせよ，依然
として工場を物理的に占拠している。また労働者は機械が移動され，どこか
他の場所で稼働されるという心配をする必要もない。さらに雨，雪，風など
に悩まされる外よりも工場内の方が快適である。
坐り込みストライキはあらゆる産業で採用される可能性がある。しかしそ
れは，細かい分業を実施している大量生産工場やコンベア，あるいは移動式
ベルト・システムを用いて生産する工場において最大の効果をあらわす。そ
のような工場はきわめて高度に統合されているので，生産の連鎖のどこかが
中断すれば，工場全体をストップしてしまう。百貨店のような業界でもその
利用が有効だと判明した。
坐り込みストライキの成否は，例えば外部と接触し易いとか食糧が搬入し
易いといったように，その地理的位置にもよる。
坐り込みは自然発生的な場合もあれば，計画的に行なわれる場合もある。
もし計画が進展中であるならば，正確な時間は行動の瞬間まで秘密になされ
ておかなければならない。さもなければ雇用主がそれを知り，工場を封鎖し
て労働者は工場内に入れないからである。多くの坐り込みは昼食直後に発生
している。労働者は午前中に不満に悩み，そして昼食時に初めてお互いに協
議する機会をもつ。「クイッキーズ」(quickies)と名付けられる，短かく自然
発生的なストライキは速度を争い，組織化するに当たってはとくに重要であ
る。
快適さの保持
坐り込み人たちは解決さるべき多くの問題をかかえていた。その最たるも
のが工場内での生活であった。モラールの維持と健康保全を長期にわたって
留意するならば，食糧，寝る場所，衛生面などが適切に処置されなければな
らない。必要な仕事がなされ，リクレーション設備が供給されるべきである。
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とりわけ食糧問題が重要である。多くの坐り込みストライキの中でもっと
も重要な委員会の 1つは，食糧品店から寄付を求める委員会である。例えば
ミッドランド・スチール・プロダクツ社（デトロイト）の坐り込み人は， ミ
ルク配達組合から毎日30ガロンのミルクを差し入れられた。組合が調達する
食糧は，しばしばストライカーの家族や友人から補充された。
酒類は厳禁であった。通常，料理はストライカーの妻たちで構成する委員
会でなされるが，大きなストライキでは専門の調理士が担当した。例えばフ
リント・ストライキの調理士は，デトロイトの調理士組合から派遣された。
組合は 1,000ドル以上かけて，新しい調理設備を揃えた。
規律への服従
坐り込みストライカーには一定量の仕事が要求される。例えば食事準備，
清掃，見張り，規律の保持など。リクレーションとしてはトランプ， ラジオ
あるいは自分たちで娯楽計画を行なう。ストライカーの中にはダンサー，シ
ンガー，音楽家がおり，オーケストラを編成した。ストライキの歌を作り，
ボーリング・アレイを設定し，バスケット・コート設け，ホッケーを楽しん
だ。レスリング，ボクシングさらにはピンボンにも興じた。
勉強好きな者たちは読書を好んだ。 UAWの教育担当者は，坐り込みスト
ライカーのために正規のクラスを組織して教育講座を開設した。
いくつかの坐り込みの場合に，正規の教会サービスがもたれた。ラウド・
スピーカー・システムも完備されており，通用門あるいは組合事務所近くで
なされたアナウンスは，坐り込みストライカー全員に聞き届けられた。
婦人労働者の坐り込み参加については認めた工場と認めなかった工場があ
った。ほとんどの坐り込み人は婦人が工場に入るのを許さなかったが，いく
つかの事例では，坐り込みストライカーの圧倒的多数は婦人であった。例え
ばデトロイトのウェプスクー・アイゼンローア社のタパコ工場の場合がそう
であった。
規律とモラールがもっとも重要である。軽いルールー遮反を犯した者には
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清掃義務が申しわたされ，重い罪を犯したものは工場から追放された。フリ
ントの GMストライキにおいては，毎朝裁判が開かれた。 それはアルコー
ルを持っている人やひんばんにデマを飛ばした者を処分するためであった。
規則設定
スクンダード・コットン・プロダクツ社（ミシガン州フリント）の坐り込
みストライカーの規律と規制を紹介しておこう。
第1条理由もなく他人の安眠を妨害する者は，毎日，皿洗いと床掃除を
しなければならない。
第2条 飲酒あるいは口論しているところを見られた者は，毎日，皿洗い
と床掃除をしなければならない。
第3条 工場を離れる者は委員会から外出許可証（パス）をもらい，担当
者のチェックを受けなければならない。バスは工場の出入りの際にドアマン
に提示しなければならない。外出から帰った時には検査を受けなければなら
ない。 ドアマンはこれらのルールを厳格に実施しなければならない。
第4条 ドアマンは電話に応答し，内容が重要な場合には委員を呼ばなけ
ればならない。長距離電話の呼ぴ出しはなされない。電話で不敬な言葉を使
ってはならない。
第5条 写真家や外部の者がやってきた時には，委員以外には彼らに話し
かけてはならない。
第6条食事の用意ができた時，全員は一列に並ばなければならない。食
事前に，清掃委員会から皿洗い人が指名される。すべての人は自分の任務を
遂行しなければならない。
第7条 定時以外に食事をする者は自分で皿洗いをしなければならない。
第8条 ストライカー全員はミーティングに参加しなければならない。
第9条 テーブルの上に立ってはならない。
第10条 非常時を除いて，外出許可証は午後12時以降は発給されない。
第11条 ルールを破ったことに対するジャッジの決定は最終的なものとす
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る。
第12条 経営者側にストライキについて話してはならない。ストライキに
関する情報は何であれ，スト委員会によって与えられる。
第13条外出許可の時間は2時間以内で， 20分以上の遅刻は駆めない。
第14条婦人の工場への出入りは，いかなる時であれ，隠めない。
第15条食事中は外出許可証は発給しない。
第16条全委員はミーティングに出席し，自分の活動について報告しなけ
ればならない。
第17条 食事中のトランプ遊び；うろつきまわること，あるいは何らかの
妨害は隠めない。
法 律
明らかに大半の判事は，家宅侵入法のもとに坐り込みストライキを非合法
とみなすだろう。．家宅侵入法は種々の社会的状況の下で発展したという事実
は有効ではない。けれども，労働者は不当に混乱させられる必要はない。と
いうのは，労働者によって用いられるほとんどの武器は最初は非合法として
扱われたからである。 それはストライキとボイコットの双方で真実であっ
た。実際に，一定の目標のためのストライキは多くの州では依然として非合
法である。そして 2次的・間接的ボイコットもまた非合法である。ピケット
は多くのインジャンクションにおいて禁止されている。充分な経済的・政治．
的圧力に支援されて，論理的武器を絶えず利用することは，しだいに合法だ
とみなされるようになる。
ニュージャージー州のホフマン知事は，もし必要ならば，州の全資源が坐
り込みストライカーを排除するために動員されると警告した。この考えで
は，労働者の工場占拠はギャングによる銀行占拠と同様に権利がないという
ことになる。 1937年早々に，坐り込みストライキを非合法とする立法がアラ
バマ州とパーモント州で通過した。ニューヨーク市警察は最初，坐り込みス
トライカーに対する妨害を拒否した。しかしながら1937年2月に，さらに厳
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しい規則が実施に移された。その法律の下では，ストライカーは工場所有者
が公式に不満を表明すれば，排斥され逮捕されることになっている。そのよ
うな不満が表明されず，ストライカーが秩序正しく行動している限り，警察
は干渉しない。これよりもはるかに自由な姿勢は労働長官のパーキンス女史
の見解ー~坐り込みストライカーが何の法律を犯しているかについて疑問を
表明—であった。
UAWの副議長ワインダム・モーティマーは，坐り込みについて次のよう
に述べている。「労働者が職場にとどまることは悪いことなのであろうか。
州法や国法はいろいろな方法において，労働者が自分の職場に対して明確な
要求をもっていると認めている。もっと根本的には，何らかの間遮った判決
が労働者を解雇しない限り，すべての労働者は仕事をし続ける権利をもって
いる。これらの坐り込み人は，自分の馘場に踏みとどまっている。労働者自
身がもっている権利よりもつよい権利をもっている者は誰もいない。たしか
に，誰もこれらのボジションに対して何の権利ももっていない。しかし，坐
り込みストライカーはこれらの工場で価値あるサービスを遂行してきた。 G
Mもその他の大衆も同様に，これらのサービスによって利益をあげた。坐り
込みストライカーたちを家宅侵入者と呼ぴ，職場にふみとどまるという彼ら
の人間としての権利を否定することは，論理的に不健全であるし，明らかに
間遮っている。」
組合は次のように主張する。すなわち労働者は自分たちの職場に対して財
産権を所有しており， これは会社側のその財産の使用権より上位にある，
と。今日では，その論理はほとんどの判事によって拒否されているが，時に
は良い法律として受け入れられる場合もあろう。財産権に関する法的概念
は，その使用につれて変化し発展してきた。フリントでは，組合はまた次の
ようにも主張した。すなわち， GMは組合が団体交渉に関する法律を犯した
という理由でインジャンクションに訴える権利はない，と。ガドラ判事はこ
れを否定した。
坐り込みストライキは，単に所有しているというだけでは工場に関するあ
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りとあらゆる可能性ある権利を保有するものではない，ということを大衆に
知らしめた。工場内で働く者，自分たちの労働で生産に従事し，そのことに
よって生計を維持して＇いる者たちも同様に，その財産権に対して発言権を有
しているのである。ある産業に自らの生活をかけている者は，少なくとも，
自分たちの金を投じている者と同格なのである。坐り込みストライキは，こ
れらの事実について大衆の注意をひきつけた。坐り込みストライキにおいて
は，労働者が産業革命において失った生産手段に対する支配権を再構築し
た，と記すことは興味あることだ。
労働者が自分の仕事に対してもっている財産権について， UAW議長のホ
ーマー・マーチンは‘次のようにいう。「世の中に自分の仕事における人間の
権利よりも神聖な財産権は存在するだろうか。この財産権は自分の家族を扶
養し，子供を育て，飢えから守るための権利を含んでいる。この財産権は合
衆国の家庭のまさに礎石であり，他のいかなる財産よりも道徳的・社会的・
経済的にアメリカ人の生活の安定化に役立つことを意味する。それはもっと
も神聖でもっとも根本的な合衆国の財産権である。」
他のクイプのストライキと同様に，坐り込り込みストライキもまた，労働
者の長期にわたる不満がギリギリの限界にまできた時に発生する。労働組合
を承駆し，それを公平に扱っている雇用主は坐り込みを少しも恐れることは
ない。もしすべての雇用主が労働者の団結権と団休交渉権を承隠し，そして
産業の果実のかなりの分け前を彼らに与えることを認めるならば，ストライ
キはほとんど起こらないだろう。よんしばストライキが発生したとしても，
雇用主がストライキ破りと結託しない限り，労働者にとっては工場を占拠す
る必然性はない。雇用主は，初期の社会制度の中で設定された財産権にもと
づいて労働者を攻撃するよりも， 労働者の不満を除去する方が得策であろ
う。
坐り込みストライキは，今日，厳存している。法律はゆっくりとではある
が変化するかも知れない。しかし，それは変化しなければならない。
